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フサカサゴ科フサカサゴ亜科魚類 9種の国内における追加記録

松本達也 1・甲斐嘉晃 2・星野和夫 3・藤原恭司 4・本村浩之 1

Examination of scorpionfish specimens (Scorpaenidae: Scor-
paeninae) deposited at fish collections in Japan showed seven 
species were confirmed to occur regions or areas where they had 
not previously been recorded. The new records reported in this 
study were as follows: Neomerinthe megalepis (Fowler, 1938), 
from Miyazaki Pref.; Scorpaena brevispina Motomura and Se-
nou, 2008, from the East China Sea; Scorpaenopsis macrochir 
Ogilby, 1910 from Oita Pref.; Scorpaenopsis possi Randall and 
Eschmeyer, 2002, from the Tokara Islands; Sebastapistes cya-
nostigma (Bleeker, 1856), from Aoga-shima island (Izu Islands) 
and the Tokara Islands; Sebastapistes mauritiana (Cuvier, 1829), 
from the Tokara Islands, Yoron-jima island (Amami Islands), and 
Iriomote-jima island; and Sebastapistes strongia (Cuvier, 1829), 
from southern Kyushu (Miyazaki and Kagoshima prefectures), 
the Tokara Islands, Zamami-jima island (Kerama Islands), and 
Iriomote-jima island. In addition, Scorpaena onaria Jordan and 
Snyder, 1900, was first recorded based on specimen from the 
Ogasawara Islands in this study. Furthermore, this study corrects 
errors in the locality data for the paratype of Scorpaenopsis gi-
gas Matsumoto and Motomura, 2025 as shown in its original de-
scription and newly records this species from Kochi Prefecture.
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 Abstract

フサカサゴ科フサカサゴ亜科魚類（Scorpaenidae: Scor-

paeninae）は，三大洋の熱帯・温帯域を中心に広く分布し（Poss 

and Motomura, 2022），日本国内からはこれまでに 17属 60

種が知られている（本村，2026）．

フサカサゴ亜科魚類の分類学的研究の課程において，

各研究機関に保管されている標本を再検討したところ，4

属 7種において国内における分布の新知見となる証拠標

本が確認された．さらに，フサカサゴ Scorpaena onaria 

Jordan and Snyder, 1900については小笠原諸島が分布に含

められていたものの（吉野・瀬能，2008），これまでに根

拠となる写真や標本等の証拠が示されていなかったが，本

研究により父島近海産の本種の標本が確認された．これら

の標本の基本的な計数・計測値と種同定の根拠となる形態

的特徴をあわせてここに報告する．また，先行研究により

報告されたダイオウカサゴ Scorpaenopsis gigas Matsumoto 

and Motomura, 2025のパラタイプの産地に誤記が認められ

ため，本報告においてそれを訂正する．

材料と方法
計数・計測方法は，Motomura (2004a, b)，Motomura et 

al. (2005, 2006, 2012)，およびMotomura and Johnson (2006)

にしたがった．クレナイフサカサゴ Scorpaena brevispina 

Motomura and Senou, 2008については，Motomura and Senou 

(2008)にしたがい後頭窩長（occipital pit length）と後頭窩

幅（occipital pit width）を追加で計測した．頭部の棘の名

称は尼岡（1984），本村ほか（2004），および本田ほか（2023）

にしたがった．Wibowo and Motomura (2021)にて示された

postorbital spineについては，新たに眼窩後棘とした．体各

部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，

計測値は体長に対する百分率で示した．計数・計測結果は

計数・計測欄に示したが，標本の欠損により観察できなかっ

た部位については表記を省略した．また，BSKU 116177（ダ

イオウカサゴ Scorpaenopsis gigas，パラタイプ，高知県産）

の計数・計測値については，Matsumoto and Motomura (2025a)

のデータに含まれているため表記を省略した．マルスベ

カサゴ Scorpaenopsis macrochir Ogilby, 1910については先

行研究（Randall and Eschmeyer, 2002；本村ほか，2004）に
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おいて，頭部の各計測値が頭長比で示されているため，本

研究においてもそれらの計測値を体長比とは別に頭長比で

示した．口裂の角度は，標本の側面より撮影した写真に基

づき，ImageJ ver.1.53k（Schneider et al., 2012）を使用して

求めた．鹿児島大学総合研究博物館に所蔵されている標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠しており，2000年から 2001年に採集されたマルスベカ

サゴの 2標本（KAUM–I. 225426と KAUM–I. 225427）も

同様の方法で作製された．標準体長（standard length）は

体長または SLと表記した．本研究で用いた研究機関略号

は BSKU（高知大学理工学部海洋生物学研究室），CMNH

（千葉県立中央博物館），FAKU（京都大学総合博物館・舞

鶴水産実験所），KAUM（鹿児島大学総合研究博物館），

NSMT（国立科学博物館）である．

Neomerinthe megalepis (Fowler, 1938)

オボロマツバラカサゴ
（Fig. 1A）

標本　KAUM–I. 409088，体長 80.7 mm，宮崎県延岡市

鯛名町，1981年 2月 6日．

分布　オボロマツバラカサゴはインド東岸から日本，
オーストラリア北部にかけての東インド洋・西太平洋に

広く分布する（Matsumoto and Motomura, 2023）．国内か

らはこれまで高知県（土佐湾）のみから記録されていた

（Matsumoto and Motomura, 2023）．本研究により，宮崎県

から新たに本種が記録された．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 19；腹鰭鰭条 I, 5；側線下方鱗数 9；鰓耙数（上枝 +下

枝）16（5 + 11）．体各部計測値の体長に対する割合（%）：

体高 34.7；体幅 22.3；頭長 46.6；吻長 10.5；眼径 13.1；瞳

孔中央における両眼間隔幅 4.0；眼前棘基部における両眼

間隔幅 4.7；頭幅 15.0；上顎長 21.6；主上顎骨幅 6.8；主

鰓蓋骨上方棘・下方棘先端間の距離 9.4；後頭長 26.5；背

鰭前長 40.0；臀鰭前長 70.9；腹鰭前長 35.6；背鰭第 1棘

長 6.6；背鰭第 2棘長 10.3；背鰭第 3棘長 16.6；背鰭第 4

棘長 16.6；背鰭第 5棘長 16.5；背鰭第 11棘長 5.7；背鰭

第 12棘長 19.2；最長背鰭軟条長 20.3；臀鰭第 1棘長 6.2；

臀鰭第 2棘長 16.7；臀鰭第 3棘長 13.1；最長臀鰭軟条長

19.7；胸鰭長 29.1；腹鰭棘長 14.4；最長腹鰭軟条長 23.8；

尾鰭長 27.1；尾柄長 19.8；尾柄高 11.2．

同定　本研究の標本は背鰭棘数が 12であること，口蓋

骨歯があること，後頭窩がないこと，胸鰭の第 3–8軟条が

分枝すること，涙骨下縁前方棘が 2本でいずれも後下方

か下方を向くこと，および側線有孔鱗が鰓孔上端付近か

ら尾柄基部まで連なることがMotomura et al. (2015)の示し

たマツバラカサゴ属 Neomerinthe Fowler, 1935の特徴と一

致したため，本属に同定された．さらに，本標本は胸鰭

条数が 19であること，背鰭軟条数が 9であること，側線

下方鱗数が 9であること，上枝鰓耙数が 5，下枝鰓耙数が

12であること，主上顎骨表面に明瞭な隆起線がないこと，

眼下骨棘数が 3であること，前鰓蓋骨第 2棘がないこと，

第 4鰓弓の後ろに裂孔がないこと，背鰭軟条部の後縁が円

みを帯びること，体高，背鰭第 11棘長，尾柄長，尾柄高

がそれぞれ体長の 34.7%，5.7%，19.8%，11.2%であるこ

と，および胸鰭の鰭膜が暗褐色を呈することなどの特徴が，

Matsumoto and Motomura (2023)によって再記載されたオボ

ロマツバラカサゴ Neomerinthe megalepisの標徴と一致した

ため，本種に同定された．

Scorpaena brevispina Motomura and Senou, 2008

クレナイフサカサゴ
（Fig. 1B）

標本　FAKU 75244，体長 82.9 mm，東シナ海　尖閣諸

島北西沖 (26°13′31″N, 123°04′45″E)，水深 122 m，海邦丸（西

海区水産実験所），1997年 1月 29日．

分布　クレナイフサカサゴはこれまで神奈川県三浦
半島西方や静岡県伊豆半島東方を含む相模灘のみから記

録されていた（Motomura and Senou, 2008; Matsumoto and 

Motomura, 2025b）．本研究により，東シナ海から新たに本

種が記録された．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 17；腹鰭鰭条 I, 5；鰓耙数（上枝 +下枝）17（5 + 12）．

体各部計測値の体長に対する割合（%）：体高 38.0；体幅

19.9；頭長 47.9；吻長 12.5；眼径 14.1；瞳孔中央における

両眼間隔幅 6.6；眼前棘基部における両眼間隔幅 6.0；頭幅

16.3；上顎長 22.8；主上顎骨幅 7.2；主鰓蓋骨上方棘・下

方棘先端間の距離 8.1；後頭長 24.7；後頭窩長 4.2；後頭窩

幅 6.6；背鰭前長 37.9；臀鰭前長 70.0；腹鰭前長 41.0；背

鰭第 1棘長 8.7；背鰭第 2棘長 12.1；背鰭第 3棘長 15.9；

背鰭第 4棘長 17.5；背鰭第 5棘長 17.4；背鰭第 11棘長 7.8；

背鰭第 12棘長 15.2；最長背鰭軟条長 20.3；臀鰭第 1棘長 8.0；

臀鰭第 2棘長 18.5；臀鰭第 3棘長 13.6；最長臀鰭軟条長

23.2；胸鰭長 31.8；腹鰭棘長 16.6；最長腹鰭軟条長 26.5；

尾鰭長 30.2；尾柄長 16.8；尾柄高 9.9．

同定　本標本は背鰭棘数が 12であること，口蓋骨歯が

あること，後頭窩があること，胸鰭の第 2–7軟条が分枝す

ること，側線有孔鱗が鰓孔の上端付近から尾鰭基部まで続

くこと，および眼下骨棘数が 3であることがWibowo and 

Motomura (2021)の示したフサカサゴ属 Scorpaena Linnaeus, 

1758の特徴と一致したため，本属に同定された．さらに，

本標本は胸鰭条数が 17であること，総鰓耙数が 17である

こと，体腹面の前方部と胸鰭基部が露出した鱗に覆われる
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こと，下顎先端付近と胸鰭腋部に皮弁がないこと，涙骨下

縁前方棘が 2本でいずれも前方を向くこと，涙骨下縁後方

棘が 1本で下方を向くこと，前背向涙骨棘と額棘がないこ

と，主上顎骨の表面に隆起線がないこと，眼隔域中央隆起

がないこと，後頭窩が深く，前後方向の長さよりも幅の方

が大きいこと，体高が体長の 38.0%であること，背鰭第

1–3棘長がそれぞれ体長の 15.9%，17.5%，17.4%であるこ

となどの特徴が，Matsumoto and Motomura (2025b)が再記

載したクレナイフサカサゴ Scorpaena brevispinaの標徴と

一致したため，本種に同定された．

なお，Matsumoto and Motomura (2025b)は本種の標徴と

して「lateral lacrimal spine present（涙骨側棘をもつ）」と

Fig. 1. Photographs of eight species of subfamily Scorpaeninae (Scorpaenidae) from Japan. A: Neomerinthe megalepis, KAUM–I. 
409088, 80.7 mm SL, Miyazaki Pref.; B: Scorpaena brevispina, FAKU 75244, 82.9 mm SL, East China Sea; C: Scorpaena onaria, 
KAUM–I. 197887, 196.7 mm SL, Ogasawara Islands; D: Scorpaenopsis macrochir, KAUM–I.225427, 99.5 mm SL, Oita Pref.; E: 
Scorpaenopsis possi, KAUM–I. 87468, 158.1 mm SL, Tokara Islands; F: Sebastapistes cyanostigma, KAUM–I. 191929, 21.0 mm 
SL, Izu Islands; G: Sebastapistes mauritiana, KAUM–I. 214869, 43.1 mm SL, Amami Islands; H: Sebastapistes strongia, KAUM–
I. 221298, 37.7 mm SL, Miyazaki Pref. A, B, D: preserved specimens; C, D, F–H: fresh specimens.
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したが，これは「涙骨側棘をもたない」の誤りであり，

Matsumoto and Motomura (2025b)の fig. 3や Remarksでは，

本種が涙骨側棘をもたないことが示されている．本研究の

標本は頭部の左右両側共に涙骨側棘を欠いており，この点

もMatsumoto and Motomura (2025b)の Remarksなどに示さ

れている Scorpaena brevispinaの特徴と一致した．

Scorpaena onaria Jordan and Snyder, 1900

フサカサゴ
（Fig. 1C）

標本　KAUM–I. 197887，体長 196.7 mm，東京都小笠原

村　父島近海，水深 300 m，釣り，2024年 4月．

分布　フサカサゴはアンダマン海からハワイにかけ
ての東インド洋と太平洋に広く分布する（Wibowo and 

Motomura, 2021）．国内において本種は，北海道以南の日

本海岸，東シナ海岸，および福島県以南の太平洋岸（伊豆

諸島，瀬戸内海，有明海を含む）から，琉球列島，沖縄舟

上海盆にかけて記録されている（中坊・甲斐，2013；本村，

2022; Matsunuma et al., 2025）．吉野・瀬能（2008）は本種

の分布域に小笠原諸島を含めたが，その根拠となる標本や

写真の情報は示されていなかった．本研究により，小笠原

諸島父島近海における本種の分布が標本に基づき確認され

た．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 17；腹鰭鰭条 I, 5；側線上方鱗横列数 47；側線開孔鱗

数 23；側線上方鱗数 6；側線下方鱗数 14；背鰭第 6棘か

ら側線の間の鱗列数 9；背鰭第 12棘から側線の間の鱗列

数 9；背鰭前方鱗列数 5；鰓耙数（上枝 +下枝）16（5 + 

11）．体各部計測値の体長に対する割合（%）：体高 40.2；

体幅 22.4；頭長 47.9；吻長 25.9；眼径 11.9；瞳孔中央にお

ける両眼間隔幅 7.1；眼前棘基部における両眼間隔幅 6.1；

頭幅 14.6；上顎長 22.2；主上顎骨幅 7.4；主鰓蓋骨上方棘・

下方棘先端間の距離 8.7；後頭長 24.9；背鰭前長 38.2；臀

鰭前長 73.6；腹鰭前長 44.5；背鰭第 1棘長 8.7；背鰭第 2

棘長 14.6；背鰭第 3棘長 18.5；背鰭第 4棘長 18.4；背鰭第

5棘長 17.7；背鰭第 11棘 7.4；背鰭第 12棘長 13.3；最長

背鰭軟条長 19.5；臀鰭第 1棘長 8.5；臀鰭第 2棘長 17.4；

臀鰭第 3棘長 15.0；最長臀鰭軟条長 21.7；胸鰭長 28.6；腹

鰭棘長 15.6；最長腹鰭軟条長 25.8；尾鰭長 29.6；尾柄長

17.5；尾柄高 10.9．

同定　本研究の標本は前述の特徴（クレナイフサカサ
ゴの同定を参照）が，Wibowo and Motomura (2021)の示し

たフサカサゴ属 Scorpaenaの特徴と一致したため，本属に

同定された（胸鰭は第 2–8軟条が分枝）．さらに，本標本

は背鰭軟条数と胸鰭条数がそれぞれ 9，17であること，側

線上方鱗横列数，側線開孔鱗数，側線上方鱗列数，側線下

方鱗列数，背鰭第 12棘と側線の間の鱗列数，および背鰭

前方鱗列数が，それぞれ 47，23，6，14，9，5であること，

総鰓耙数が 16であること，体腹面の前方部と胸鰭の基部

が皮下に埋没した鱗で覆われること，下顎腹面と腋部に皮

弁がないこと，前涙骨棘基部に 1補棘があること，後涙骨

棘に補棘がないこと，涙骨側棘が単尖頭であること，前背

向涙骨棘，額棘，眼窩後棘がないこと，上顎骨側面に隆起

線がないこと，主上顎骨の後端が眼窩の後縁直下に位置す

ること，側線が胸鰭基部直上付近から大きく下方へ傾斜す

ること，体高が体長の 40.2%であること，および体側と

背鰭には小黒色斑をもつが頭部にはそれをもたないことな

どの特徴が，Wibowo and Motomura (2021)が示したフサカ

サゴ Scorpaena onariaの特徴と一致したため，本種に同定

された．なお，本標本の背鰭第 6棘と側線の間の鱗列数は

9と，Wibowo and Motomura (2021)が示した値（7か 8）よ

りも多かったが，その差異はわずかであることから，本研

究ではこれを本種の種内変異の範囲内とみなした．

Scorpaenopsis gigas Matsumoto and Motomura, 2025

ダイオウカサゴ

標本　BSKU 116177，パラタイプ，体長 205.7 mm，高

知県幡多郡黒潮町佐賀漁港，刺網，2014年 9月 26日．

分布　ダイオウカサゴはアンダマン海，日本，および
台湾から標本が得られている（Matsumoto and Motomura, 

2025a）．国内において本種は，伊豆半島，長崎県，甑島列島，

鹿児島湾，内之浦湾，および大隅諸島・硫黄島から記録さ

れている（Matsumoto and Motomura, 2025a）．本研究により，

土佐湾における本種の記録も確認された．

備考　BSKU 116177はMatsumoto and Motomura (2025a)

において，ダイオウカサゴ Scorpaenopsis gigasのパラタイ

プに指定された．Matsumoto and Motomura (2025a)は本標

本の産地を長崎県としたがこれは誤りであり，実際には上

記のとおり高知県から得られたものである．本研究におい

て BSKU 116177の産地情報を訂正し，本種の高知県にお

ける分布を報告する．

Scorpaenopsis macrochir Ogilby, 1910

マルスベカサゴ
（Fig. 1D）

標本　KAUM–I. 225426，体長 124.0 mm，大分県佐伯市

蒲江丸市尾浦　名護屋湾（32°46′54″N, 131°52′43″E），定置

網，星野和夫，2000年 6月 28日；KAUM–I. 225427，体長

99.5 mm，大分県佐伯市蒲江大字西野浦　仙崎沖（32°50′ 

07″N, 132°02′03″E），底曳網，星野和夫，2001年 11月 20日．

分布　マルスベカサゴはモーリシャスから日本，マ
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ルキーズ諸島にかけてのインド・太平洋に広く分布する

（Randall and Eschmeyer, 2002; Poss and Motomura, 2022）．国

内において本種は，小笠原諸島父島，薩摩半島西岸，大

隅諸島・屋久島，および琉球列島（奄美大島，加計呂麻

島，喜界島，徳之島，沖永良部島，沖縄島，渡嘉敷島）

から記録されていた（Randall and Eschmeyer, 2002；本村

ほ か，2004, 2019； 中 坊・ 甲 斐，2013; Motomura, 2017; 

Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018; Mochida and 

Motomura, 2018；田中ほか，2020; Motomura and Uehara, 

2020; Fujiwara and Motomura, 2020； 萩 原，2022； 本 村，

2022）．本研究により，大分県佐伯市から新たに本種が記

録された．なお本研究の標本は，本種の分布の北限記録と

なる．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 17；腹鰭鰭条 I, 5；側線上方鱗横列数 44；側線開孔鱗数

21か 22；側線上方鱗数 7か 8；側線下方鱗数 12；背鰭第

6棘から側線の間の鱗列数 6か 7；背鰭第 12棘から側線の

間の鱗列数 6；背鰭前方鱗列数 4か 5；鰓耙数（上枝 +下

枝）13–15（4か 5 + 9）．体各部計測値の体長に対する割

合（%）：体高 42.1–42.2；体幅 33.0–34.8；頭長 43.5–46.4；

吻長 13.3–14.5；眼径 8.5–8.8；瞳孔中央における両眼間隔

幅 11.5–12.8；眼前棘基部における両眼間隔幅 10.6–10.7；

頭幅 18.0–19.0；上顎長 23.1–24.2；主上顎骨幅 6.8–7.7；

主鰓蓋骨上方棘・下方棘先端間の距離 10.1–10.2；後頭長

24.1–25.3；背鰭前長 38.7–49.5；臀鰭前長 71.3–74.4；腹鰭

前長 41.6–43.7；背鰭第 1棘長 7.3–7.8；背鰭第 2棘長 10.8–

12.8；背鰭第 3棘長 12.9–16.5；背鰭第 4棘長 15.3–17.2；背

鰭第 5棘長 15.2–17.1；背鰭第 11棘長 9.3–12.2；背鰭第 12

棘長 11.4–13.7；最長背鰭軟条長 20.7（KAUM–I. 225426は

損傷のため計測不可）；臀鰭第 1棘長 8.0–8.2；臀鰭第 2棘

長 17.0–18.2；臀鰭第 3棘長 13.5–15.5；最長臀鰭軟条長

20.5–21.9；胸鰭長 34.0–36.3；腹鰭棘長 14.9–16.2；最長腹

鰭軟条長 26.5–28.6；尾鰭長 26.9–27.7；尾柄長 15.2–16.1；

尾柄高 11.1–11.8．体各部計測値の頭長に対する割合（%）：

吻長 30.5–31.3；眼径 18.3–20.6；瞳孔中央における両眼間

隔幅 24.7–29.3；眼前棘基部における両眼間隔幅 22.8–24.5．

同定　本標本は背鰭棘数が 12であること，臀鰭が 3棘

5軟条であること，腹鰭が 1棘 5軟条であること，口蓋骨

歯がないこと，眼下骨棘数が 4であること，耳棘があるこ

と，不対鰭の軟条が分枝すること，胸鰭下部の軟条が不

分枝であること，および側線が鰓孔上部から尾鰭基部ま

で連なることなどの特徴が，Randall and Eschmeyer (2002)

や本村ほか（2004）が示したオニカサゴ属 Scorpaenopsis 

Heckel, 1837の特徴に一致した．さらに，本標本は胸鰭条数，

側線上方鱗横列数，総鰓耙数がそれぞれ 17，44，13か 14

であること，主鰓蓋骨上方棘の先端が複尖頭であること，

眼上棘，眼後棘，頸棘が鋸歯状を呈さないこと，眼隔域中

央隆起がないこと，背鰭基底前方で体背縁が著しく盛り上

がること，吻長，眼径，瞳孔中央における両眼間隔幅，瞳

孔中央における両眼間隔幅はそれぞれ頭長の 30.5–31.3%，

18.3–20.6%，24.7–29.3%，22.8–24.5%であること，口裂は

体軸に対して 40–45度の角度を成すこと，および胸鰭内側

には外縁付近に 1黒色帯があり，基底部付近に複数の小黒

色斑があることなどの特徴が，Randall and Eschmeyer (2002)

や本村ほか（2004）が示したマルスベカサゴ Scorpaenopsis 

macrochirの特徴とおおむね一致したため，本種に同定さ

れた．

KAUM–I. 225426の眼径（頭長が眼径の 5.48倍）は，

Randall and Eschmeyer (2002)が示した値（4.85–5.4倍）よ

りもやや小さかった．また，本村ほか（2004）は本種の鼻

棘は 1–3本で鋸歯状を呈さないとしており，中坊・甲斐

（2013）も鼻棘を含む頭部の各棘が鋸歯状を呈さないこと

を本種の標徴として示しているが，本研究の標本はいずれ

も鼻棘がやや鋸歯状を呈し，4–6尖頭であった．しかし，

眼径の計測値についてはその差異はわずかであり，また

Randall and Eschmeyer (2002)は備考において，本種の鼻棘

が 2–6尖頭であることを示している．以上から，本研究で

は上記の先行研究との差異を本種の種内変異の範囲内と判

断した．

Scorpaenopsis possi Randall and Eschmeyer, 2002

ミミトゲオニカサゴ
（Fig. 1E）

標本　KAUM–I. 87468，体長 158.1 mm，鹿児島県鹿

児島郡十島村平島南之浜港（平島）（29°40′40″N, 129°31′ 

56″E），水深 8 m，手網，本村浩之・福井美乃・江口慶輔・

Kunto Wibowo，2016 年 4 月 23 日；KAUM–I. 114926，体

長 57.3 mm，鹿児島県鹿児島郡十島村諏訪之瀬島切石港（諏

訪之瀬島）（29°36′34″N, 129°42′50″E），水深 18 m，手網，

田代郷国・森下悟至・新藤　蒼・田中美和，2018年 4月

27日；KAUM–I. 115936，体長 153.5 mm，鹿児島県鹿児

島郡十島村諏訪之瀬島切石港（諏訪之瀬島）（29°36′35″N, 

129°42′45″E），水深 3–10 m，釣り，Byeol Jeong，2018年 4

月 26日．

分布　ミミトゲオニカサゴは南西太平洋を除く，南ア
フリカからハワイ，フレンチポリネシアにかけてのインド・

太平洋に広く分布する（Poss and Motomura, 2022）．国内に

おいて本種は，対馬，伊豆諸島（八丈島，三宅島），小笠

原諸島，静岡県，高知県，日向灘，薩摩半島西岸，大隅

諸島（竹島，硫黄島，馬毛島，種子島，屋久島，口永良部

島），琉球列島（奄美大島，加計呂麻島，喜界島，徳之島，

沖永良部島，与論島，沖縄島，伊江島，瀬底島，座間味島，

渡嘉敷島，石垣島，西表島，与那国島），および南大東島
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から記録されていた（Randall and Eschmeyer, 2002；吉郷，

2004；渡井ほか，2009；中坊・甲斐，2013：本村，2013, 

2014, 2019, 2022；佐々木ほか，2014; Koeda et al., 2016; 

Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et 

al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；田中ほか，2020; 

Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020; 

Jeong and Motomura, 2021；津野ほか，2022；萩原，2022; 

Motomura, 2023；阿部ほか，2024; Matsunuma et al. 2025）．

本研究により，トカラ列島の諏訪之瀬島と平島から新たに

本種が記録された．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 16か 17；腹鰭鰭条 I, 5；側線上方鱗横列数 46–48；側

線開孔鱗数 23；側線上方鱗数 8；側線下方鱗数 13–15；背

鰭第 6棘から側線の間の鱗列数 7か 8；背鰭第 12棘から

側線の間の鱗列数 7；背鰭前方鱗列数 5か 6；鰓耙数（上

枝 +下枝）15か 16（5か 6 + 9–11）．体各部計測値の体長

に対する割合（%）：体高 30.2–39.3；体幅 22.2–27.6；頭

長 42.8–46.4；吻長 13.1–14.9；眼径 7.9–9.9；瞳孔中央に

おける両眼間隔幅 6.8–9.2；眼前棘基部における両眼間隔

幅 5.8–7.2；頭幅 14.8–16.1；上顎長 20.8–23.0；主上顎骨幅

6.8–8.2；主鰓蓋骨上方棘・下方棘先端間の距離 5.7–6.9；

後頭長 21.6–23.7；背鰭前長 38.0–40.5；臀鰭前長 73.6–

76.9；腹鰭前長 38.2–41.6；背鰭第 1棘長 5.8–6.8；背鰭第

2棘長 11.6–17.6；背鰭第 3棘長 15.2–19.7；背鰭第 4棘長

15.6–18.7；背鰭第 5棘長 14.9–17.5；背鰭第 11棘長 7.0–8.1；

背鰭第 12棘長 13.2–14.2；最長背鰭軟条長 19.0–19.8；臀鰭

第 1棘長 8.8–10.9；臀鰭第 2棘長 21.4–25.1；臀鰭第 3棘長

16.2–20.2；最長臀鰭軟条長 24.1–25.5；胸鰭長 29.8–34.3；

腹鰭棘長 14.0–18.0；最長腹鰭軟条長 26.4–29.3；尾鰭長

27.7–29.1；尾柄長 14.4–18.0；尾柄高 11.5–13.4．

同定　本標本は前述の特徴（マルスベカサゴの同定を
参照）が，Randall and Eschmeyer (2002)や本村ほか（2004）

が示したオニカサゴ属 Scorpaenopsisの特徴に一致した．

さらに，本標本は胸鰭条数と側線上方鱗横列数がそれぞれ

17（KAUM–I. 87468は 16）と 46–48であること，涙骨隆

起の先端が皮下に埋没すること，体側からみて眼の上方約

2分の 1が頭部輪郭から突出すること，頭部の各棘が鋸歯

状を呈さないこと，眼隔域中央隆起が発達すること，主鰓

蓋骨上方棘の先端が単尖頭であること，眼後棘基部付近に

余棘があること，後頭窩が比較的浅く，その前縁の隆起は

背面からみて後方へ湾曲すること，主鰓蓋骨上方棘と下方

棘の間が無鱗であること，胸鰭内側に顕著な色彩的特徴が

ないこと，および体側に小黒色斑がないことなどの特徴が，

Randall and Eschmeyer (2002)や本村ほか（2004）が示した

ミミトゲオニカサゴ Scorpaenopsis possiの特徴と一致した

ことから，本種に同定された．

Sebastapistes cyanostigma (Bleeker, 1856)

カスリフサカサゴ
（Fig. 1F）

標本　KAUM–I. 99125，体長 30.8 mm，鹿児島県鹿児島

郡十島村悪石島やすら浜港（悪石島）（29°27′13″N, 129°35′ 

32″E），水深 12–16 m，手網，福井美乃・Kunto Wibowo・

藤原恭司・森下悟至，2017年 4月 24日；KAUM–I. 99137，

体長 49.1 mm，鹿児島県鹿児島郡十島村悪石島やすら浜港

（悪石島）（29°27′16″N, 129°35′34″E），水深 20–22 m，手

網，本村浩之・福井美乃・Kunto Wibowo・藤原恭司・森

下悟至，2017 年 4 月 23 日；KAUM–I. 99150，体長 44.6 

mm，鹿児島県鹿児島郡十島村悪石島やすら浜港（悪石島）

（29°27′16″N, 129°35′34″E），水深 10–18 m，手網，福井美乃・

Kunto Wibowo・藤原恭司・森下悟至，2017年 4月 23日；

KAUM–I. 191617，体長 48.6 mm，鹿児島県鹿児島郡十島

村小宝島湯泊温泉沖（小宝島）（29°13′31″N, 129°19′55″E），

水深 10–25 m，手網，松岡　翠・佐藤智水，2023年 10

月 29 日；KAUM–I. 191617， 体 長 46.5 mm， 鹿 児 島 県

鹿児島郡十島村小宝島小宝島港（小宝島）（29°13′08″N, 

129°19′19″E），水深 10–20 m，手網，松岡　翠・佐藤智水，

2023年 10月 28日；KAUM–I. 191929，体長 21.0 mm，東

京都青ヶ島村（青ヶ島），吉田奈央，2023年 6月 12日；

KAUM–I. 199987，体長 33.4 mm，鹿児島県鹿児島郡十島

村宝島前籠港沖（宝島）（29°09′32″N, 129°12′14″E），水深

10–20 m，手網，松岡　翠・上野大輔・山田守彦，2024年

7月 9日．

分布　カスリフサカサゴは南アフリカから日本，ニュー
カレドニアにかけてのインド・西太平洋に広く分布する

（Poss and Motomura, 2022）．国内において本種は，八丈島，

小笠原諸島，静岡県，和歌山県串本，高知県柏島，宮崎

県，大隅諸島（屋久島，口永良部島），琉球列島（奄美大

島，喜界島，沖永良部島，与論島，伊江島，瀬底島，渡嘉

敷島，屋嘉比島，宮古諸島，西表島，与那国島），および

南大東島から記録されていた（島田，1996；石田，1997；

吉郷・中村，2002, 2003；吉郷，2004; Senou et al., 2006a, 

2007；中坊・甲斐，2013；本村，2014; Koeda et al., 2016; 

Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 

2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 

2020；田中ほか，2020；本田ほか，2024；中村ほか，

2024；大西ほか，2026）．また，益田ほか（1975）に掲載

された本種の写真は，沖縄島西方のルカン礁から得られた

標本（FAKU 121511，体長 52.9 mm）に基づくことが，京

都大学に残されていた記録により明らかとなった．本研究

により，伊豆諸島の青ヶ島，およびトカラ列島の悪石島，

小宝島，および宝島から新たに本種が記録された．
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計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 16；腹鰭鰭条 I, 5；側線上方鱗横列数 51–54；側線開孔

鱗数 24；側線上方鱗数 9か 10；側線下方鱗数 11–13；背

鰭第 6棘から側線の間の鱗列数 6か 7；背鰭第 12棘から

側線の間の鱗列数 6–8；背鰭前方鱗列数 3か 4；鰓耙数（上

枝 +下枝）16–19（5か 6 + 11–13）．体各部計測値の体長

に対する割合（%）：体高 32.9–39.9；体幅 18.6–25.5；頭

長 43.6–48.0；吻長 12.7–14.6；眼径 13.6–15.9；瞳孔中央に

おける両眼間隔幅 6.2–8.2；眼前棘基部における両眼間隔

幅 5.6–8.0；頭幅 16.7–18.3；上顎長 21.3–22.6；主上顎骨幅

5.7–6.6；主鰓蓋骨上方棘・下方棘先端間の距離 6.0–7.1；

後頭長 18.7–22.4；背鰭前長 36.7–42.6；臀鰭前長 70.9–

74.0；腹鰭前長 38.1–42.0；背鰭第 1棘長 6.3–9.6；背鰭第

2棘長 11.6–14.8；背鰭第 3棘長 16.7–19.8；背鰭第 4棘長

19.3–24.0；背鰭第 5棘長 18.6–22.4；背鰭第 11棘長 7.5–9.5；

背鰭第 12棘長 13.0–15.5；最長背鰭軟条長 18.3–21.3；臀

鰭第 1棘長 10.8–14.5；臀鰭第 2棘長 17.1–27.8；臀鰭第 3

棘長 16.7–21.5；最長臀鰭軟条長 21.0–24.2；胸鰭長 29.2–

32.9；腹鰭棘長 19.0–20.7；最長腹鰭軟条長 25.1–27.6；尾鰭

長 25.5–27.6；尾柄長 16.7–18.6；尾柄高 8.6–10.1．

同定　本標本は背鰭棘数が 12であること，口蓋骨歯が

あること，後涙骨棘が後下方を向くこと，側線有孔鱗が鰓

孔の上端付近から尾鰭基部まで続くこと，および深い後頭

窩がないことなどの特徴が，Motomura et al. (2014)が示し

たマダラフサカサゴ属 Sebastapistes Gill, 1877の特徴に一

致した．さらに，本標本は胸鰭条数が 16であること，眼

下骨棘数が 1であること，涙骨下縁に前涙骨棘（1か 2棘）

と後涙骨棘（1棘）に加え，側方を向く 1棘があること，

額棘がないこと，および鰭膜上に褐色斑がないことなどの

特徴が，Poss and Motomura (2022)が示したカスリフサカ

サゴ Sebastapistes cyanostigmaの特徴と一致したため，本

種に同定された．

Sebastapistes mauritiana (Cuvier, 1829)

ハチジョウフサカサゴ
（Fig. 1G）

標本　BSKU 80618，体長 42.2  mm，鹿児島県鹿児島郡

十島村中之島（中之島），1983年 6月；KAUM–I. 214869，

体長 43.1 mm，鹿児島県大島郡与論町立長ハキビナ海岸（与

論島）（27°01′39″N, 128°25′16″E），水深 0.2 m，徒手，松本

達也，2025年 1月 30日；NSMT-P 66797，体長 36.0 mm，

沖縄県八重山郡竹富町西表島耳切りの浜（西表島），鈴木

寿之・細川正富，1999年 8月 11日．

分布　ハチジョウフサカサゴは南アフリカからハワイ，
フレンチポリネシアにかけてのインド・太平洋に広く分布

する（Poss and Motomura, 2022）．国内において本種は，伊

豆大島，八丈島，琉球列島（加計呂麻島，徳之島，沖永良

部島，伊江島），および南大東島から記録されていた（吉郷，

2004；中坊・甲斐，2013; Mochida and Motomura, 2018；

本村，2019; Motomura and Uehara, 2020；本田ほか，2024; 

Matsunuma et al., 2025）．本研究により，トカラ列島の中之

島，与論島，および西表島からも新たに本種が記録された．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9；臀鰭鰭条 III, 5；胸鰭条

数 15か 16；腹鰭鰭条 I, 5；側線上方鱗横列数 45；側線開

孔鱗数 23；側線上方鱗数 6か 7；側線下方鱗数 10–12；背

鰭第 6棘から側線の間の鱗列数 5か 6；背鰭第 12棘から

側線の間の鱗列数 6；背鰭前方鱗列数 3；鰓耙数（上枝

+下枝）14–16（4か 5 + 10か 11）．体各部計測値の体長

に対する割合（%）：体高 31.3–35.7；体幅 20.9–25.5；頭

長 39.1–41.4；吻長 10.8–11.1；眼径 11.1–11.9；瞳孔中央に

おける両眼間隔幅 5.6–6.4；眼前棘基部における両眼間隔

幅 4.6–6.2；頭幅 14.7–16.5；上顎長 19.7–20.6；主上顎骨幅

5.2–5.6；主鰓蓋骨上方棘・下方棘先端間の距離 6.1–7.1；

後頭長 20.6–21.1；背鰭前長 34.3–35.8；臀鰭前長 69.2–

70.4；腹鰭前長 36.4–38.4；背鰭第 1棘長 3.9–6.9；背鰭第

2棘長 10.0–11.8；背鰭第 3棘長 13.7–16.1；背鰭第 4棘長

15.8–18.0；背鰭第 5棘長 15.8–18.0；背鰭第 11棘長 8.1–8.9；

背鰭第 12棘長 12.8–14.0；最長背鰭軟条長 19.4–20.6；臀鰭

第 1棘長 8.3–10.0；臀鰭第 2棘長 20.0–22.7；臀鰭第 3棘長

16.4–19.0；最長臀鰭軟条長 21.4–23.7；胸鰭長 31.9–34.4；

腹鰭棘長 17.4–18.5；最長腹鰭軟条長 25.8–28.9；尾鰭長

25.3–27.4；尾柄長 16.9–18.7；尾柄高 10.4–11.7．

同定　本標本は後頭窩の有無を除く前述の特徴（カス
リフサカサゴの同定を参照）がMotomura et al. (2014)の示

したマダラフサカサゴ属 Sebastapistesの特徴に一致した．

さらに，本標本は胸鰭条数が 15か 16であること，眼下骨

棘数が 1であること，後頭窩が浅いこと，および額棘があ

ることなどの特徴が，Poss and Motomura (2022)が示した

ハチジョウフサカサゴ Sebastapistes mauritianaの特徴と一

致したため，本種に同定された．

Sebastapistes strongia (Cuvier, 1829)

マダラフサカサゴ
（Fig. 1H）

標本　CMNH-ZF 14502，体長 47.7 mm，沖縄県島尻郡

座間味村古座間味ビーチ南（座間味島）（26°13′18″N, 127° 

18′30″E），手網，池田祐二・藍澤正弘，2006年 3月 10日；

FAKU 63649，体長 41.9 mm，沖縄県八重山郡竹富町バラ

ス島（西表島北方），鈴木寿之，1993年 8月 1日；FAKU 

63653，体長 35.3 mm，沖縄県八重山郡竹富町南風見由の

浜（西表島），鈴木寿之，1994年 12月 27日；KAUM–I. 

189501，体長 26.3 mm，鹿児島県鹿児島郡十島村諏訪之
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瀬島元浦港（諏訪之瀬島）（29°36′34″N, 129°41′48″E），水

深 3–7 m，手網，松岡　翠・出羽優凪・佐藤智水，2023

年 9 月 9 日；KAUM–I. 199966， 体 長 33.4 mm，KAUM–

I. 199967，体長 29.1 mm，鹿児島県鹿児島郡十島村宝島大

籠海水浴場（宝島）（29°09′29″N, 129°12′58″E），水深 0.5 

m，手網，橋本慎太郎・有馬雄太，2024年 7月 10日；

KAUM–I. 221298，体長 37.7 mm，宮崎県串間市都井黒井

漁港（31°23′12″N, 131°17′45″E），水深 0.2 m，手網，前田

知範，2025 年 10 月 25 日；KAUM–I. 222069，体長 39.4 

mm，鹿児島県南九州市頴娃町別府番所鼻自然公園地先

（31°14′46″N, 130°26′04″E），水深 0.3 m，手網，久木田直斗，

2025年 12月 6日．

分布　マダラフサカサゴは南アフリカからクック諸島
にかけてのインド・西太平洋と南太平洋に広く分布する

（Poss and Motomura, 2022）．国内において本種は，千葉県

館山市，伊豆大島，八丈島，高知県柏島，大隅諸島（竹

島，硫黄島，黒島，種子島，屋久島，口永良部島），およ

び琉球列島（奄美大島，喜界島，徳之島，沖永良部島，

与論島，沖縄島，渡嘉敷島，宮古諸島，石垣島，与那国

島）から記録されていた（Senou et al., 2006b；渡井ほか，

2009；中坊・甲斐，2013；本村，2013, 2014, 2019; Koeda 

et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; 

Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018; Motomura 

and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020; Jeong and 

Motomura, 2021；萩原，2022; Motomura, 2023; Matsunuma 

et al., 2025）．本研究により，宮崎県，鹿児島県薩摩半島南

岸，トカラ列島の諏訪之瀬島と宝島，慶良間諸島の座間味

島，および西表島からも新たに本種が記録された．

石田（1997）は，伊豆半島沿岸にて撮影されたフサカ

サゴ科魚類の個体をマダラフサカサゴとして示した．しか

し，この個体は鰓蓋膜上に黒色斑をもつことが，アカマダ

ラフサカサゴ Sebastapixtes perplexa Motomura, Aizawa and 

Endo, 2014の標徴と一致する（Motomura et al., 2014）．そ

のため本研究では，石田（1997）が示した水中写真の個体

をアカマダラフサカサゴへと再同定し，マダラフサカサゴ

の分布記録からは除いた．

計数・計測　背鰭鰭条 XII, 9か 10；臀鰭鰭条 III, 5；胸

鰭条数 15；腹鰭鰭条 I, 5；側線上方鱗横列数 41–43；側

線開孔鱗数 20–22；側線上方鱗数 5か 6；側線下方鱗数

9–11；背鰭第 6棘から側線の間の鱗列数 4–6；背鰭第 12

棘から側線の間の鱗列数 4–6；背鰭前方鱗列数 3か 4；鰓

耙数（上枝 +下枝）13–17（4か 5 + 8–12）．体各部計測

値の体長に対する割合（%）：体高 31.2–39.0；体幅 16.3–

23.1；頭長 43.4–46.3；吻長 10.3–13.0；眼径 11.2–13.5；瞳

孔中央における両眼間隔幅 5.7–7.1；眼前棘基部における

両眼間隔幅 4.8–6.3；頭幅 14.7–17.2；上顎長 21.7–24.9；主

上顎骨幅 6.5–8.2；主鰓蓋骨上方棘・下方棘先端間の距離

2.3–7.4；後頭長 20.9–23.4；背鰭前長 33.7–39.9；臀鰭前長

68.0–71.9；腹鰭前長 37.8–40.0；背鰭第 1棘長 5.8–9.4；背

鰭第 2棘長 9.5–13.6；背鰭第 3棘長 12.5–18.2；背鰭第 4棘

長 15.5–19.7；背鰭第 5棘長 15.6–19.7；背鰭第 11棘長 9.1–

11.5；背鰭第 12棘長 13.6–17.0；最長背鰭軟条長 16.3–19.3；

臀鰭第 1棘長 8.4–9.7；臀鰭第 2棘長 19.3–22.9；臀鰭第 3

棘長 15.8–20.1；最長臀鰭軟条長 20.2–24.7；胸鰭長 23.6–

37.1；腹鰭棘長 16.0–18.2；最長腹鰭軟条長 22.4–27.0；尾鰭

長 25.5–29.2；尾柄長 16.4–19.5；尾柄高 9.5–11.9．

同定　本研究の標本は前述の特徴（カスリフサカサゴ
の同定を参照）がMotomura et al. (2014)の示したマダラフ

サカサゴ属 Sebastapistesの特徴に一致した．さらに，本種

は胸鰭条数，側線上方鱗横列数，および総鰓耙数がそれぞ

れ 15，41–43，13–17であること，主鰓蓋骨下方棘に中央

隆起線があること，耳棘基底の後端が翼耳棘基底の前端よ

り後方に位置すること，涙骨下縁に 2棘あること，およ

び額棘がないことなどの特徴が，本村（2014）や Poss and 

Motomura (2022)が示したマダラフサカサゴ Sebastapistes 

strongiaと一致したため，本種に同定された．

備考　本研究において調査した 8標本には，眼下骨棘

数の異なる形態的二型が認められ，FAKU 63649, FAKU 

63653, KAUM–I. 221298, KAUM–I. 222069の眼下骨棘数は

2である一方，CMNH 14502, KAUM–I. 189501, KAUM–I. 

199966, KAUM–I. 199967は 3であった．Chou et al. (2024)

は眼下骨棘数とミトコンドリア DNAの一部領域に基づく

分子遺伝学的解析の結果に基づき，本種に類似する隠蔽種

の存在を示唆した．本種については今後詳細な分類学的再

検討を行う必要があると考えられるが，本研究では暫定的

に上記の形態的二型を種内変異とみなした．
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